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共有できれば。。。。

道徳なき経済は罪、経済なき道徳は寝言。
(二宮 尊徳 氏)

「発明は必要の母」
(Melvin Kranzberg 第2法則)



Carbon Neutral への 2つの方向性

1.RE-100
 Renewal Energy 100%
 再生可能 発電源 との連携  こっちかなぁ

2.EP-100 
 Energy Productivity 100%
 『生産性向上』という 日本のお家芸です。
 こちらは、200%でも 1,000%でも !!!

 EP-x00 へ !!



インターネット 遺伝子の “しわざ”
『ユーザ主導』(Supply/Push  “Demand/Pull” )の原理により破
壊的社会・産業構造の変革

1. アンバンドリングと相互接続によるサイロ構造の破壊(=“De-
Siloing” ＆ Value-Creation Network) と ”sharing-
economy” & “multiple-payoff”の実現

2. Open technologies (実は独自技術を投入可能)

3. データの所有権は エンドユーザ
 (end-to-end, transparency, neutrality)

opportunity for new business challenges
4. Digital{Software/codes} Defined

= Native Digital, Digital {Cyber} First
5. グローバルビジネスが前提 (デジタル化が加速)

所有者・占有者の変化

至る所でUpdate(変更)と
実行が可能に



トヨタ豊田章男社長が語るソフトウェアファースト 2020年3月

「ハードウェアとソフトウェアを分離してソフトウェアを先行して開発すること」

トヨタでソフトウェアファーストを実践した例が、モビリティサービス専用車両
「e-Palette」（イーパレット）です。イーパレットの開発はTRIやトヨタコネク
ティッドのソフトウェアエンジニアが主導しました。ハードウェアとソフトウェア
の一体開発が基本となる現状の自動車開発においては、珍しいケースだとしていま
す。

ソフトウェアファーストの考えは、ハードウェアとソフトウェアで進化のスピード
に差があることを克服する手段でもあります。ソフトウェアの進化のスピードが
ハードウェアの進化を上回っている中でハードウェアとソフトウェアの一体開発を
続けた場合、ハードウェアの進化の遅さが商品の性能や価値向上の制約となってし
まうからです。スマートシティの一員として柔軟に機能するはずのモビリティが、
ハードウェアの制約によって思い通りに役割を果たせないことを豊田氏は懸念して
います。

https://monoist.atmarkit.co.jp/mn/articles/2101/13/news056.html
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スマホ→クルマ→スマートシティ

要するに、
De-Silo-ingによる
Sharing Economy
を車だけではなく



「利己的な遺伝子(The Selfish Gene)」
by Clinton Richard Dawkins

• 生存機械(ヒトや動植物) と 遺伝子の主従関係
• 言葉・文字は ATGCの核酸塩基(=Character)、文章・プログラムそして文化は
遺伝子に同じ。

• 生存機械(実存個体)の存在なしに、個体の意思(＝ルール)を永遠に残そうと努
力(＝利己的)する。

• 交叉を繰り返し、進化(変化・誤複製)するし、淘汰もされる。
発現しなくても、残っていれば、『発現する可能性』がある。

• 遺伝子は、『歴史を記憶・記録』している。
• 遺伝子が遺伝子のプール内で繁殖するに際して、精子や卵子を担体として個体
から個体へと飛びまるのと同様に、ミーム<mimine>がミームプール内で繁殖す
る際には、広い意味で模倣と呼びうる過程を媒介として、脳から脳へと渡り歩
くのである。

1976年



IoT を見直してみると、、、
【誤】モノ(things)をサイバーで接続
【正】コト(=機能=function“s”)を

モノ(thing“s”)に置いて(put/write)、
機能を稼働(execute)

8

コト(Function)とモノ(Thing)のアンバンドリング。
Function(コト) ＝＝遺伝子＝＝ SW
Thing(モノ) ＝＝ 生存機械＝＝ HW

1976年



“Cyber-First”
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自動化
管理者が担当者や経営者などのステークホルダーと
リアルタイムに現場、経営の状況を共有し、状況に
応じた最適な意思決定を行う。

企業内の部門間または企業間でお互い
のバリューチェーンをシンクロさせ、ビジネス
ルールに基づいた、双方の利益を最大
化する協業を行う。従来の担当者が経験と勘で行っていたことを

補完し、より効率的かつ、より付加価値のある
業務にシフトさせる。

従来の担当者が行っていたことを
自律的に実施し、無人化する。

医療分野

モデルを自由に利用

シェアされたモデル

Cost

Profit

1. Digital-Native Design  
in Cloud DC 

4. Digital 
Copy!

3.Print out !
2. Simulation & Analysis

“CODE-First”,
“Copy-Second”

You can print out, 
wherever(=Unwired) you want, 

whatever(=Function/Code) you want!! 



遺伝子(SW) と 生存機械(HW) との関係。。。。。
～ Tech-Driven が Issue-Driven に変化している？～

遺伝子(SW)が絶対的に上位(偉い) とも・とは言えない。
 {生き残る}生存機械(HW) が存在しなければ、遺伝子(SW)は生き
残れない

== 生存機械(HW)が 遺伝子(SW)を選択する。
さらに、最近は生存機械(HW)が 遺伝子(SW)を改変する

似た関係にあるかもしれないもの？
• ルール vs 技術/行動/経済
• アーキテクチャ vs 構成要素(モジュール)
• 取締役/執行役員 vs 社員

10 1976年



【利益率】
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【利益率】

Carbon
Neutral

セキュリティ
BCP

衆知
効率化

(注) 『衆知経営』
(by 松下幸之助)

普通の状況 新機能
Innovation

Open
Platform

Eco System
Internet by Design

Multiple-Payoff
Eco-System 

ひと粒で
4度美味しい
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“5S”  in factories
for TQC
Seiri (整理)
Seiton (整頓)
Seisou (清掃)
Seiketsu (清潔)
Shitsuke (躾)

Efficiency ⇑
Quality ⇑

Energy ⇓

Incidents ⇓

【利益率】
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Quality ⇑

Energy ⇓

Incidents ⇓

【利益率】

新しい三方良し(至宝良し)を、
デジタル化・DXというツールで

実現するのが、
SDGsですか。

15



① 脱炭素: {Googleの事例} 
Computer-go-to-DC(85%削減),
DC-go-to-REPP(収支)＋株価・投資

② 価値創造(DX)
③ 組織強靭化

自然災害・サイバー攻撃 対策
(*)Gift: オフィスライフタイム経費、働き方改革

④ {時間と資源の}無駄削減(by DX with DC) 
資源とエネルギーを同時に削減可能！

【地球という環境】
① 実は 光は遅い：地球 >> 国内 >> 地域 >> 施設

(*)大事で速い仕事は近くで、それ以外は Green&CleanなDCで。
② 地政学的(含 安全保障)な観点からの設置場所の選定

～新しい 三方良し～ 至宝(4方良し)に



事例 ① 中島工機



金型工場（中島工機 の事例）

対基準月比 年換算48.3%の待機電力の削減
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製造機器の待機電力量推移

金型工場事例
平成17年度 省エネルギー優秀事例
資源エネルギー庁長官賞受賞

http://www.eccj.or.jp/member/member_area/energy_technology/succase/05/c/kan30.html出典

資料提供： CIMX 社

 目的は、
工場の効率化だった!!!

 表彰された 省エネは
『おまけ』(gift) だった !

基準月

まさに EP-100 を
実現した。

お褒め(評価)は
エネ庁 省エネ！
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		待機電力		1月(基準）		基準月（平成16年1月）ｘ12ヶ月 ヅキヘイセイネンガツゲツ		平成16年4月～平成17年3月合計 ヘイセイネンガツヘイセイネンガツゴウケイ		効果量（基準ー実） キジュンジツ		効果量/基準量

		WC		8,417		100,998		46,356		54,643		54%

		EDM		1,456		17,476		7,230		10,246		59%

		MC		1,474		17,687		6,870		10,817		61%

		CP		5,823		69,874		46,160		23,714		34%

		主要機械計 シュヨウキカイケイ		17,170		206,036		106,615		99,420		48%

		1月 ガツ		45,000		26,399		59%		　

						17,170		38%

						65%

				全使用電気量 ゼンシヨウデンキリョウ		無駄電気量 ムダデンキリョウ		有効電気量 ユウコウデンキリョウ

		1月 ガツ		45,000		26399		18,601

										図３↓ ズ

		有効電気量 ユウコウデンキリョウ		18,601

		待機（製造機器） タイキセイゾウキキ		17,170

		時間外（空調） ジカンガイクウチョウ		3,595

		時間外（照明、PC等） ジカンガイショウメイトウ		5,634

		加工機（待機電気量） カコウキタイキデンキリョウ		17,170

		空調（待機電気量） クウチョウタイキデンキリョウ		3,595

		照明、PC（待機電気量 ショウメイタイキデンキリョウ		5,634
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時間外（照明、PC）
13%
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主要機械計

電力量[ｋWh}

図９　製造機器の待機電力削減サマリー



取り組み体制（表）

		

				待機電力

						平成16年 ヘイセイネン																				平成17年 ヘイセイネン

						1月		4月		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月

				ﾜｲﾔｰｶｯﾄ		8,417		8,067		6,445		4346		3,395		4,422		3,038		3,776		2,751		2,736		2,296		2,664		2,420

				放電加工 ホウデンカコウ		1,456		1,390		956		811		539		532		280		710		590		482		503		361		76

				ﾏｼﾆﾝｸﾞ		1,474		669		631		662		591		652		589		552		628		499		428		416		553

				ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ		5,823		2,882		2,854		4333		3266		4,545		4,118		4,604		4,078		4,604		3,437		3,533		3,906

				合計		17,170		13,008		10,886		10,152		7,791		10,151		8,025		9,642		8,047		8,321		6,664		6,974		6,954

						平成16年 ヘイセイネン																				平成17年 ヘイセイネン

						1月		4月		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月

				総電力量 ソウデンリョクリョウ		45,000		47,593		47,214		58,047		66,814		60,125		50,631		45,056		36,094		37,351		43,073		36,798		41,556		570,352

				製造機器待機電力量 セイゾウキキタイキデンリョクリョウ		17,170		13,008		10,886		10,152		7,791		10,151		8,025		9,642		8,047		8,321		6,664		6,974		6,954		106,615

				待機電力% タイキデンリョク		38.2%		27.3%		23.1%		17.5%		11.7%		16.9%		15.8%		21.4%		22.3%		22.3%		15.5%		19.0%		16.7%		18.7%

				製造機械グループ セイゾウキカイ		消費電力量 ショウヒデンリョクリョウ		待機電力量 タイキデンリョクリョウ

				ワイヤーカット		16,883		8,417		50%

				放電加工機 ホウデンカコウキ		2,300		1,456		63%

				マシニングセンター		2,548		1,474		58%

				コンプレッサー		11,220		5,823		52%

				主要機械計 シュヨウキカイケイ		32,951		17,170		52%



48.3%の削減
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図１０　総電力量に占める製造機器待機電力量の占有率推移
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図４　製造機器グループ毎の消費電力（平成16年1月）



		

						平成14年 ヘイセイネン		平成15年 ヘイセイネン		平成16年 ヘイセイネン								平成17年 ヘイセイネン

										1月～3月 ガツガツ		4月～6月 ガツガツ		7月～9月 ガツ		10月～12月 ガツ		1月～3月 ガツ		4月～6月 ガツ

				計測器・ｿﾌﾄｳｪｱ開発 ケイソクキカイハツ

				調査・分析 チョウサブンセキ

				対策①待機電力撲滅運動 タイサクタイキデンリョクボクメツウンドウ

				対策②ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの再配管工事 タイサクサイハイカンコウジ

				対策③放電ﾜｲﾔｰｶｯﾄの電源遮断工事 タイサクホウデンデンゲンシャダンコウジ

				効果確認 コウカカクニン







事例 ② 酒蔵(浦霞)



“浦霞”は、なぜ全国区になれたのか ?

農業 製品
⇩ ｛結果｝

工業 製品

①人材(杜氏)
消滅対策

『人材消滅対策』が、
①品質管理
②生産性向上
③全国市場開拓

を産んだ!! 

【ツール】
酒蔵のデジタル化



農業 製品 ⇒ 工業 製品
①品質管理、②生産性向上

③ 全国市場の開拓

3.11(東日本大震災)で分かったこと。

BCP(危機管理セキュリティー); 
酒蔵の復興の速度が早い!!!     山口県『獺祭』旭酒造でも同じことが起こった。
(*) サイバー空間に物理空間の複製(設計図/プログラム)があるので、
物理空間にプリントアウト(Output)すれば良い。

3.11 (2011)
東日本大震災

①人材(杜氏)消滅対策
【ツール】

酒蔵のデジタル化



農業 製品 ⇒ 工業 製品
①品質管理、②生産性向上

③ 全国市場の開拓

3.11(東日本大震災)で分かったこと。

BCP(危機管理セキュリティー); 
酒蔵の復興の速度が早い!!!     山口県『獺祭』旭酒造でも同じことが起こった。
(*) サイバー空間に物理空間の複製(設計図/プログラム)があるので、
物理空間にプリントアウト(Output)すれば良い。

3.11 (2011)
東日本大震災

①人材(杜氏)消滅対策
【ツール】

酒蔵のデジタル化

デジタル技術を用いた革新的技術イノベー
ションの導入; 化学/生物 with コンピュータ獺祭

New Biz. with
Cyber ”First” 



事例 ③ 倉庫の受注



資料:Plantec Associates大江社長 24

在庫圧縮で建設コストダウン

クライアントのオーダー 在庫５０億の倉庫を作ってほしい

自社工場近辺に倉庫を建設
在庫を30億に減らして建設コストを40%削減

ITの活用による物流の改善で
欠品率を上げない小さな倉庫はできる

在庫30億の倉庫で建設コストダウン＋効率的 Supply-Chainの構築



資料:Plantec Associates大江社長 25

在庫圧縮で建設コストダウン

クライアントのオーダー 在庫５０億の倉庫を作ってほしい

自社工場近辺に倉庫を建設
在庫を30億に減らして建設コストを40%削減

ITの活用による物流の改善で
欠品率を上げない小さな倉庫はできる

在庫30億の倉庫で建設コストダウン＋効率的 Supply-Chainの構築

【おまけ】
①物流量削減(省エネ)
②産廃物削減(環境対策)
③上流と下流業者の作業
負担の削減(効率)



事例 ④ コンテナ(物流)
インターネット
3Dプリンター



“物流” 2つの大革命
19世紀以前 = 排他的個別網

20世紀後半
(1) 物理的Sharing Economy

コンテナ
パレット
(1956年)

ディジタル小包
(=IP Packet)

20世紀終盤
(2) Cyber空間での

Sharing Economy

2020s =Cyber-First Sharing Economy

生産の大革命

［媒体に非依存］

1.「運ぶ」媒体
2.「運ばれる」媒体

の両方で嬉しい

⇓
Sharing Economy

1．荷物の配送(コンテナ/パレット)

2．情報の配送(IPパケット)
3．モノとコトの{デジタル}配送

27



～ 新しい 三方良し ～

① 脱炭素
② 価値創造(DX)
③ 災害対策
④ {時間と資源/産廃の}無駄削減(DX)



事例 ⑤ マイクロソフト
品川本社



【引っ越しを契機に】(*) 発災直前に引っ越し完了!! 
① サーバはすべてデータセンターへ
② ネットを使った業務

【発災直後】
① 業務継続(オフィスには人はいない)
② 出社無用 ＝ 社員の安全確保

【発災後】
① 全マイクロソフト社のオフィスの推奨モ
デルに

② 女性・障害者支援 by 在宅勤務

日本マイクロソフト社
品川本社ビル

2011年3月11日 東日本大震災 が 発生



【さらに!!!!】
①ライフタイムコスト削減と快適性の共生

by 面倒な大きなコンピュータがいない!!
1.初期入居経費の削減
2.入居中のコスト削減・快適性
3.退去時の現状復帰コストの削減

②危機管理機能の向上 (=BCP) 
1. 知的財産の保護
2. 情報漏洩機会の減少

③エネルギー使用量の削減 (=CSR)
1. スマート・ビル by IoT+クラウド
2. 発熱体のコンピュータ Go-to-DC

日本マイクロソフト社
品川本社ビル

2011年3月11日 東日本大震災 が 発生



事例 ⑥ Amsterdam Arena



https://www.copenhill.dk/en

https://www.nissanusa.com/experience-
nissan/news-and-events/amsterdam-arena.html

廃棄物処理
 熱 & 電気

👇👇
欲しい人：病院、シニア施設

https://www.copenhill.dk/en
https://www.nissanusa.com/experience-nissan/news-and-events/amsterdam-arena.html


• 「地産地消」の自立したエネルギーシステムを実現
• ショッピングモールを地域のエネルギー拠点として活用

34

発電設備
(ｿｰﾗｰ、ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ)

蓄電設備
(EV＆ﾊﾞｯﾃﾘｰ)

© 2012-2017 Transparent Cloud Computing Consortium

直
流
配
電
網

不足分は系統電力で補う
ショッピングモールに
EVとEVバッテリーを
集積した大規模な

蓄電設備と
再生可能エネルギーの

発電設備を構築

系統電力

余剰生産した電力は
蓄電設備に蓄積し、
需要に合わせて供給

http://ev.nissan.co.jp/LEAF/

地域の配電網に
直流で送電

EVは、カーシェア
サービスにも活用

DCAC

ACDC

ACDC

ACDC

ACDC

T-Village Energy 〜エネルギーシステム

http://hiroshi1.hongo.wide.ad.jp/hiroshi/downloads/GUTP/T-Village_2017.pdf


T-Village Energy 〜エネルギーシステム
• ショッピングモールを有事の際のエネルギー・避難拠点に

35

発電設備
(ｿｰﾗｰ、ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ)

蓄電設備
(EV＆ﾊﾞｯﾃﾘｰ)

© 2012-2017 Transparent Cloud Computing Consortium

直
流
配
電
網

系統電力

避難所と食糧、
エネルギーを提供

駐車場にトレーラーの
仮設住宅を配備

系統電力が停止した場合も
電力の自給自足が可能

ﾃﾞｰﾀ
ｾﾝﾀｰ

情報の避難所として
データセンター機能を完備

http://ev.nissan.co.jp/LEAF/

DCAC

ACDC

ACDC

ACDC

ACDC

http://hiroshi1.hongo.wide.ad.jp/hiroshi/downloads/GUTP/T-Village_2017.pdf


https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/minkan_torikumi/pdf/2122.pdf

イオンが巨大避難所になった日
－石巻で2500人はどう命をつないだか

イオンモールは、内閣府と災害対応に
関する連携協定を、東日本大震災の時
の石巻市(2,500名)での経験・貢献を
もとに締結した。

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/minkan_torikumi/pdf/2122.pdf


事例 ⑦ BMW(Germany)



ドイツの会社（BMW)

Non-Criticalな仕事は、
遠いけども、
安い(Cheep)

Green＆Cleanな DC

大事で速い
仕事は

近い場所の
{dark-sideの}DC



アイスランドのデータセンター利用
100％再生可能電力(水力＆地熱)の国
リアルタイムでの反応は要らない仕事が実はたくさんある

1. 地球に優しい企業
2. 経費削減
3. デジタル化(DX)

a. 効率化
b. 働き方改革
c. 高機能な設計



Summary
1. 利己的 ではなく 利他的 な思考・実装
2. 新しい 三方良し ＝ 至宝(4方)良し へ
デジタルは、 Innovation(新機能)への 機会/ツール
一粒で、4回楽しむ !! 

3. デジタルをツールにして、EP-x00 を 狙う べき。
 要は、5S (整理/整頓/清掃/清潔/躾) と 同じ!!

4. Tech-Driven  Data-Driven  Issue-Driven

(*) デジタル ＝ ハードウェアからの自由を獲得
必要なモノ(HW/SW)を自由に結合可能にするということ。

Sharing 
Economy



共有できれば。。。。

道徳なき経済は罪、経済なき道徳は寝言。
(二宮 尊徳 氏)

「発明は必要の母」
(Melvin Kranzberg 第2法則)
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